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ちょうど 1年 前 「人間は い つたい何をしているのかJと まるで自分の死期を悟 ってい

たかのように叫んだ故 前 長崎 市長の最後の平和宣言を紹介 しました。そ して奇 しくもそ

の言葉 とは対照的な 「原爆 を落 とされて長崎は無数の人が悲惨な 目にあったが あ れで戦

争が終わったのだか らしょうがない」 という旨の発言をした防衛大臣が辞任に追い込 まれ

たのも、ほぼ同じ時で した。

あれか ら 1年 一たくさんの 「しょうがないJに まつわるつ らい出来事があったように思

います。 日本の平和や地域経済を支えるものとして 「しょうがない」 Ft在とされる在 日米

軍兵士による女性への相次 ぐ暴行事件、「日本が国際競争で生き残るためにはしょうがないJ

という論調の中で増え続けるリス トラ ・就職難 → ワーキングプア → ネットカフェ難民 →

ホーム レスという道 をた どる人々。そ うした貧困層の増加を背景に増え続ける自殺、児童

虐待、女性やお年寄 りを標的に した殺人などの犯罪…まさに「弱肉強食Jの世界が私たち人

間社会にも容赦なく繰 り広げ られ始めた感があります。そ して 「あなたの守護霊は…J「あ

なたの前世は一Jな どという 「スピリチュアル ものJの 流行は、そ うした社会の不安や恐

怖 と向きあって状況を打開 していく術を見出せずにいる人々の心を表 しているように見え

ます。それはまた、小郡市民の 4人 に 1人 が結婚の時に相手やその家族が同和地区出身者

かどうか調べることについて '好ましいことではないが、今の世の中では仕方がない」 と

答え、同時に県平均の 5倍 近 くの割合の人が 「大安を選んで結婚式を挙げることはおか し

いこととは思わないJと 答えた同和問題市民意識調査の結果を思い起 こさせます。

「途窮まれ ど未だ神に祷 らずJと は、明治の偉人として小学校の

社会科の教科書にも登場する幸徳秋水の言葉です。幸徳はジャーナ

リス トとして人権や平和の尊さを訴え、 また足尾銅山鉱毒事件では

明治天皇に田中正造が直訴 したときにその直訴状を合作 しました。

先の言葉は 「どんなに苦しい状況になっても神だのみはしない」 と

いう意味です。今日の前にある問題はどれも簡単には解決 しないこ

とかもしれません。 しか し、一人ひとりが粘 り強 く知恵をしぼつた

言動でつながっていけば、身近なものか ら解決 し、「人権のまち」が

水秋徳幸
実現 して いくのではないで しょうか。 (文 :有 田)

a



～ 夢七かなえる～(高校奨学金制度の成果)

一 高校進学の夢がかなう一

これは 「内のl J校での昨年度の 1 ' l M lです  ノ、学式 1`  に 入学を辞J l lしなけれはならな くな

つたというリリ羽詰つた状' ,こにI I校側1か適L Jに対処したこと そ して何よりも高校に l t学したい、

させたいという本人と家族の」J tい願てヽによつて l t学, 7念という1 '態を避けることができました。

今イド皮他り, :では マ スコ ミで も報通 されたように ノ、学金がイt納のために入学式に参加でき

なかつた例力iありましたが  こ こでは金額的には 「分ではないものの 奨 学金■1 1壼力'あると

いうことで,■学の道を|‖ざすことな く、夢をかなえることわ'できたのです.

一 奨学金制度で進学の夢をつなぐ 一

一 署名活動の拡大を 一 ヽ

今  高 校進学 `ま' 1然の こ との ようにな つて , まヽす .  しl v .し :年 の「1にかか る` t川はイ:々

増加 して い ます。そのため所得格 イ: が″t がる中、負J l に耐 えられず進r F をl l l 念 変 更 した り

中途 7 1 1 学を余儀 な くさせ られ た りして い る r ど もた ちが増 えて い ます . そ してその こ とんi

さらに格 差 を生 み  進 学 で きない層 がl l _ 大す る と, うヽ忠 衛1 環を作 つて い ます 。( 部落 差別の

l l . 実に学ふ J こ とを 大 り′に して きた同 和教 F i や解 放, ■動 は 1ヽ く力' らこの‖り題 を指 摘 し、 そ

の 改 | | に1 反り組 ん で きま した. そ の ―つ が奨学 金制 度の 発展 ユ : 充です . 差 別の思 循環 を

断 ちt 」るた め に被 差 り1 イ「落の 子ど もた ちを対 象に始 まつた解放奨 t 4 金制 , ■は 他 の奨学 ` ,

制度 と一 体 化 させ  今 すべ て の 「ど もた ちに広 げ られ ました。 また, 文績 条■i をな くす な ど

の改 ' 年もl l みま した . し か しまた 十分 とは , i えませ ん  小 部で も毎 年行 つて いる教 r i 条件

整‖i 、奨 学 金市1 度改 言 拡 充の 署 名i : I l l は r ど もた ちの進路 を保障す るため に私た ちが

で きる ' t 体的な活I l l たとi ; えます .
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入壼式当日の早朝、入学予定者の∧さんから、入彗を辞退したいという電話が高校にかかってき

ました。理由を尋ねると、お母さんが交通事故を起こされたために 入 挙時に納めなければならな

いお金を用意できないからということでした。

高校では出身CI営校にすぐに連絡して、中彗校の担任と一緒に家庭訪問を行いました。そして入

学したいという意思を確認するとともに、就営のために様々な支援ができることを話し、翌日学校

に来るよう伝えました。さらに制服を購入していないことがわかつたので 卒 業生が寄贈した制服

を持つて職員が午後もう一度家庭訪間を行いました。

翌日、校長室てAさ んのための入壼式が行われました。今 Aさ んは奨挙金を利用しながら

元気に営校に通つています。

昨年 12月  「OHI RECフ 号Jて 高校奨学金制度について紹介 しました。その後 記 事を読まれた

方が人権センターを訪れられま した。お話を伺うと、高校進挙を控えた子どもさんがおられるのですが、

数ヶ月前にリス トラて失業されて しまつたとのことです。そのためこのままでは進挙させられないので

奨壼金制度を活用できないだろうかという相談て した.

関係機関や関係者を通 して福岡県教育委員会にF05い合わせました。その結果 相 談に来られた方と県

の担当者とが直接話し合う場を持つことができました。募集期間を過ぎていたため 残

念ながら入3~前の予約募集に入ることはできませんてした。しかし入挙後の在学募集に

は該当することがわかり 入 学後すぐに中請ができるよう書類をそろえ 早 めの手続き

をすることができました。

(文 :ri賀 )



ぼ ん よ み

詞 言 ′ ロ ト

『ドライビング
MiSSデ イジー』

今回は、1■報室の ビデオライブラ リーか

ら 『ドライビング M issデイジー』の紹介

です。

舞台は 1948年 ～ 1973年  ア メリカ南

部のまだ人種差別意識が色濃 く残る、黒人

公民権運動最大の指導者マーテ イン ル ー

サー キ ング (牧師)の 生地で も有名なジ

ョージア州ア トランタ.

人に先立たれた 72 1rkの裕竹1なユダヤ人

デイジーは 一 人か くしゃくと暮らしてい

ます。ある日、買い物に出かけようとJ:を

動か した途端、運転を誤 り車を壊 して しま

いました。綿工場を経営 している息 子ブー

リーは、そんな母XIIを心配 して強弓に 60

歳の黒人男性運転 子ホークを雇います。自

立心が強 く 差 別はして。ヽな0 とヽ言t なヽが

らもりl 人ヽにi l i見を持つデイジー。はじめの

数日間はホークの運 はする中に乗ろうとも

せず、何かにつ けホー クを拒絶 して困らせ

ますが 温 厚で誠実なホークはそんな彼女

を 1:手にあしらいつつ も温か く見守つてい

ます。

ある時、デイジーは彼が文字を読めない

ことを初めて知 り、驚 きます。彼は、人種

差月1によ り文字を奪われていたので した。

早速、彼女は元教師の経験を活か してホー

クに文字を教え始めます。そこには 純 粋

に 4ヽぶことの喜びを感 じているホー クと、

教えることに誇 りと喜びをもつデイジーの

姿があ りました。 この頃から、二人をめ ぐ

る様々な出来事を通 して次第にお互い心を

開 くようにな ります。その後、二人の心の

交流、数 々の人種差別の実態、 「老い」 と

の葛藤などが描かれていきます。

「H会いか ら 25年 の月 Hが たち、年老い

た彼女は施設で暮 らす ことにな りました。

ある時、ホークはプー リーと一緒に彼女の

見舞いに行 きます。すつか り老いた彼女を

見てホークは言い ます。 「何 とかや つてい

くのが人イ1:ですな   」

この後に続 くラス トシーンは 慈 愛に満

ちた二人の表情が印象的です。

人種差別 老 い 友 情など決 してテーマ

は軽 くはあ りませんが、重す ぎず、 しか し

心にしみ入るものがある作ilです。日本で

も L映 され、その後、テレビで も放映され

ているとのことですので既に見た方 もおら

れると思いますが、再度見てみると以前 と

感 じ方が連 うか もしれ ません し、初めて見

るにして も年齢や体験によつては捉え方が

異なるか も知れ ません。この作品のテーマ

の一つである 「老い」については特にそう

ではないかと思います。そういう意味では

幅広い年齢層で鑑賞で きるで しようし、自

分をホークやデイジーに置 き換えることで

彼らの思いに少しでも近づき、自分の生き方、

考え方を問い直すよい機会になるか もしれ

ません,こ 覧になつた感想 意 見など寄せ

ていただけたら嬉 しいです。

(文 i野瀬)

製作 監 督/デ ビット プ ラウン
カ レース ペレスフォード

出演/ジ ェシカ タ ディ
モーガン フ リーマン
ダン エ イクロイド
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「人権のまちづくり」

本年4月 より人権教育啓発センターに勤めることになりました。

勤めて間もない時期に 職 員会議での自頭 新 人紹介の挨拶をす

ることになり、時間の関係もあるので 「簡単に挨拶しますJの とこ

ろを、「手短かに挨拶しますJと言ってしまいました.後で指摘され

伸間に嫌な思いをさせてしまつたと後悔しています。

私たちの日々の薯らしの中で何気なく使う言葉の中にも、人を傷つけている言葉

は沢山あることに気付かされました。使う人が差別の心を持って使わなくても、そ

の言葉自体に差月」する意味を含んでいることもあります.又  差 別8勺な言葉でなく

ても、差別心を持つて使えば そ の言葉に差局Jする意味を帯びさせます。今回の件は、

言葉や表llPによつて傷つく立場の人がしヽるのではないかと考えてみるいい機会にな

りました。

これを機に 更 にあらゆる差別問題解消を目指し 一 人ひとりが豊かに喜らせる、

人権のまちづくりに取り組んでまいりたいと思います。      (文 :丼手)

□□□□□曰□
これ まで  ｀011!RI〕 C‐ を身近な ものに 1と ヽヽう気|ケちで  け 1くの

みな さんか らいたたいた人権に1臭|わる1青|ltを■かか りに しなか ら セ ンタ

ー職11カツ京稿をつ くつてい ます.

今後 ます ます
｀
OHIREC‐ を市1くの皆 さん とともに充実 させていき

たいと考えています,そ こで :プ、権Jに まつわる原fl l(出メt事 考 えたこと

疑 間、
・
OHIREC Ⅲ を読んでの感想  そ の他につ いて A4 枚 FI度,

を募集 してい ます.原 rl採用の判 trは編 ll会議にお まかせいたた くことに

な りますた ふるってのこ投稿をお待 ちしてい ます

人権センタ
_

小都市人権教育啓発センター

小郡市人権教育啓発センター

所在地 :〒838-0141 小 都市小郡 296

でんわ&Fax:0942-80-1080(直 通)
E―ma‖ :oh rec@iwk bbiq jp

H P http//―dty o9o‖fukuoka jp/oh‐rec/
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